
「伝えること」でできること
～残された課題解決のために～
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毎日放送 報道情報局 大牟田智佐子
（兵庫県立大学 客員研究員）



自己紹介
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1995阪神・淡路大震災における
マスメディアの気づき

神戸市長田区上空 淡路島・野島断層 阪神高速道路（いずれも1995.1.17）



情報がない≠被害がない

▶▶▶発信できないほど被害が甚大！
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1995阪神・淡路大震災における
マスメディアの気づき

▼
災害情報のドーナツ化現象（小田，2004）



局部拡大症候群（小田，2004）
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1995阪神・淡路大震災における
マスメディアの気づき

大規模避難所
（兵庫県＆大阪府＝全1239避難所）

阪神高速道路倒壊



局部拡大症候群（小田，2004）
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1995阪神・淡路大震災における
マスメディアの気づき

大規模避難所
（兵庫県＆大阪府＝全1239避難所）

阪神高速道路倒壊

「集中・反復・大量報道」▶誤った災害像



「社会部的発想」の切り替え

▶ 被災者の少し先を見据えた報道
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9

1995阪神・淡路大震災における
マスメディアの気づき

「災害報道」の概念切り替え
▶ 長期の復旧・復興報道（手探りで）



テレビ ▶ 被害の全体像を全国に
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災害放送における役割分担



ラジオ ▶ 被災者のための情報を被災地の内に
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災害放送における役割分担



ラジオ ▶ 避難生活から再建まで寄り添う

（絵にならなくても）
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災害放送における役割分担

「六甲アイランド仮設住宅」 神戸市オープンデータ
阪神・淡路大震災「1.17の記録」より

「脇ノ浜仮設住宅」



停電にも強い・持ち歩き可能

津波避難の呼びかけ

海岸にいる釣り人などにも
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国難災害におけるラジオへの期待



本当のラジオの機能＝応急対応終了後から

掲示板 ▶ 被災者のつぶやき・

リスナー同士の励ましを媒介

伴走者 ▶ 復興の長い道のりを支え続ける

▶ 「共感放送」＝ローカルメディアの役割
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国難災害におけるラジオへの期待



阪神・淡路大震災27年

被災者の支えの一端 ▶ メディア

「ネットワーク1･17」

東日本大震災「ネットワーク3･11」も

復旧・復興フェーズのあり方▶次の社会

・被災地外▶▶▶災害への興味薄れ風化

・被災者の課題▶▶▶個別・具体化

「小さな物語」

▶コミュニティFM・臨災局・民放ラジオ
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提言へのインプット


